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広島原爆被爆者における副甲状腺機能亢進症 
（Radiat Res 130,372-8,1992） 
 
研究背景と目的 
 良性疾患の放射線治療後 40年以上経過して副甲状腺機能亢進症が発生することが報告さ

れている。この調査の目的は、原爆放射線被ばく線量と副甲状腺機能亢進症有病率との関

係を検討することである。 
  
研究方法 
 1986-88 年に広島成人健康調査を受診した 3,948 人について、血清カルシウム検査で高カ

ルシウム値を示す人をスクリーニングした。副甲状腺機能亢進症の診断は、血清カルシウ

ム、副甲状腺ホルモン、甲状腺超音波検査、必要に応じてタリウム・テクネシウムサブト

ラクションスキャンを行い診断した。手術を受けた場合は、病理診断を得た。 
 線量は、DS８６の甲状腺臓器線量を用いた。 
 
結果 
１． 19 人（男性 3 人、女性 16 人）の副甲状腺機能亢進症が診断された（Table１）。

９例が手術を受け、副甲状腺腺腫 7 例、過形成 2 例であった。 
２． 副甲状腺機能亢進症の１Ｇｙあたりの相対リスクは 4.1（95%信頼区間 1.7-14）

であった。（Fig１） 
３． 副甲状腺機能亢進症の１Ｇｙあたりの相対リスクは、被ばく時年齢が若いほど大

きかった。（Fig１） 
 
 
 
 


